























実験として、台湾国立放射光科学研究センターの Taiwan Light Source BL05A1では Cu L3吸収端、
SPring-8 BL11XUでは Cu K吸収端、の共鳴非弾性 X線散乱(RIXS)測定を行った。試料は電子ドープ量
が x=0, 0.05, 0.16のそれぞれ還元前・還元後の計 6種を用いた。このうち x=0.16の還元後の試料の
みが転移温度 13 Kで超伝導を示した。 
 得られた RIXSスペクトルをそれぞれの準位間の励起に由来するピークに分け、ピークエネルギー、
ピーク幅、積分強度について比較を行った。図 2は Cu 3dyx,zx →3dx2-y2の励起ピークの積分強度を比較
したものである。x=0, 0.05はほぼ理論値に沿った変化をしているのに対し、x=0.16は q依存性を持
たず、ほぼ一定の値を示すことがわかった。 
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図 1. モット絶縁体のバンド構造 
 
図 2. 散乱ベクトル対積分強度 
